
 

ＮＴＴグループ弓道連盟 全国弓道大会実施要綱 

 １．大会名 NTTグループ全国弓道大会 

 ２．主催 NTTグループ弓道連盟 

 ３．主管 本部及び各支部にて持ち回り 

 ４．後援 本部及び各支部にて申請した諸団体 

 ５．開催時期 年 1回 ９月頃開催 

 ６．会場 主管指定の場所 

 ７．競技種目 近的競技（射距離２８m） 

 ８．競技種類・種別 

 （１）団体戦 支部対抗トーナメント方式（トーナメント組み合せは抽選にて決定） 

 （２）個人戦 （Ａ）一部（無段含む参段以下） （Ｂ）二部（四五段） 

   （Ｃ）三部（称号者）   （Ｄ）個人総合 

 ９．競技方法 （１）団体戦は坐射とし、個人戦は立射とする。 

 （２）団体戦は、直径３６ｃｍの霞的を使用し、次により行う。 

  （Ａ）１支部１チーム５名編成とする（６名を選手登録・５名未満でも可）。 

補欠選手との交代は監督が競技委員長に申告する。 

ただし、立順の変更及び交代した選手の再出場は不可とする。 

  （Ｂ）１チーム２０射（各自四ツ矢×５名）の的中制で行う。 

  （Ｃ）同中の場合は、１チーム５射（各自１射×５名）の総的中数で勝者を決定する。 

  ただし、３位決定戦は行わず、準決勝戦の敗者２支部とする。 

 （３）個人戦各部は、直径３６ｃｍの霞的を使用し、次により行う。 

  （A）各部四ツ矢２回の計８射を行い、総的中数上位者から順位を決定する。 

  （B）優勝決定は射詰競射とし、準優勝以下の順位決定は、遠近競射にて決定する。 

  射詰競射において、４射で決定しない場合、または当該選手全員が失中した場合には、 

遠近競射にて決定する。 

  遠近競射で同位の場合はゼッケンの若番の選手を上位とする。 

 （4）個人総合優勝は、個人戦各部優勝者（３名）により射詰競射にて決定する。 

  実施方法、順位決定については前項（３）‐（B）の優勝決定にかかる規定を準用する。 

 （５）女子優秀賞は、個人戦各部出場の女性選手のうち、８射の総的中数最上位者に与える。 

  該当の選手が複数名いる場合は、遠近競射にて決定する。 

  実施方法、順位決定については前項（３）‐（B）の遠近競射にかかる規定を準用する。 

10．競技規定 全日本弓道連盟「弓道競技規則」、本要綱及び本要綱運用細則による。 

11．参加資格 NTTグループ弓道連盟の会員 

12．参加料・申込 本部と主管支部で協議決定する。 

13．表彰 （１）団体の部 優勝、準優勝、第３位（２支部） 

 （２）個人の部 各部 優勝、準優勝、第３位～第５位 及び 総合優勝 

 （３）特別賞 （Ａ）優秀選手賞（団体戦優勝支部から選考） 

   （Ｂ）敢闘選手賞（優勝支部以外の団体戦出場選手から選考） 

   （Ｃ）女子優秀賞 

   （Ｄ）名越賞（個人の部総合優勝者に与える） 

14．その他 （１）各支部は役員、選手及び大会運営委員を派遣する。派遣費用は支部等又は自己負担とする。 

 （２）役員、各支部監督及び大会運営委員が、選手を兼ねることも可とする。 

 （３）団体戦出場選手は予備矢２本を用意のこと。団体戦同中競射に際しては、矢返しを実施しない。 

制  定：昭和５０年９月２８日 

最終改訂：平成２８年９月２４日 


